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概  要 

 医療看護、警察、消防など人の経験が要求される業務において、こ

れまで見過ごされてきた業務中の日常行動・状況を自動的に理解し、

そこから業務に有用な知識を構築し、さらに知識を関係者に提供する

システムの研究である。小型装着型のセンサや環境設置型センサによ

り業務における行動や状況のデータを取得し、それを解析することに

より自動的に知識の構築を行う。 

 この研究により、これまでに見過ごされてきた業務の流れの傾向や

事故の要因などの自動抽出が可能となり、さまざまな分野における業

務の改善に役立てることができる。また、題材としては、このような

システムへのニーズが高い医療看護現場等を取り上げ、実証的な実験

を行い、将来の事業化へ向けた道筋をつける。 

 

【サブテーマ】 

①行動・状況理解技術の研究開発 

②知識構築技術の研究開発 

③知識提供技術の研究開発 
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研究開発成果のシステムの概要（医療看護現場への応用） 

 

 


